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Good

授業はみんなで創るもの！

月曜の朝、各クラスで言葉のキャッチボールが行われました。５年３組の教室では、「もし、こんな授業があったら」
「一つだけなくすとしたら」というテーマで「語り合い」が行われていました。ポイントは、「理由をつけて、相手に伝える
こと」でした。３組のみんなのいいなと思ったところは、「自分なりの理由をきちんと入れて話していたこと」「聴いてい
る人は、話をさえぎることなく最後まで聴いていたこと」です。表情も柔らかな人がたくさんいて、そこも素敵なところ
でした。話をするのが得意な人もいれば、「少し苦手だな」という人もいます。でも、そういう人も自分の言葉で伝えて
いました。「苦手だな」という人が安心して話せたのは、「よき聴き手」がいたからだと思います。「聴く」ということは
「相手を大切にする」ことだと思います。「相手を大切にする」ことをこれからも続け、「聴く力」をさらに伸ばしていきま
しょう。

言葉のキャッチボール！
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